
















ゲルマン語は古い時代においては， Curme (1922: 586)， Smith (1970: 297) 等に指摘さ
れているように，動調後置(SXV)を基本語順としていたと考えられている。多くの研
究者によって認められるこの見解は， Robinson (199'2: 165)に簡潔にまとめられている。
Most scholars now agree that the neutral posi tion of the verb in Proto-
Germanic， and in Indo-EUropean， was in fact final， or， to use a popul ar 






























Mfne sceap gehyrat mfne stefne， .. (J. 10， 27) 
WS Gospでは，定形第 l位は疑問詞のない疑問文および命令文・祈願文であるとみなす
ことができる。下は疑問文の例である。





Ne underg吾tonhys leorningcnihtas tas ting忌rest; ... (J. 12， 16) 
nis 等， ne と動詞が融合する場合には，その融合形が文頭に置かれることがある。こ
の場合も， ne +動詞としてXVS (X)の語順であるとみなすことができる。
; nis dfn gewitnes sod. (J. 8， 13) 
b. 文頭におが置かれる場合は通例XVS(X)の語}I固となる。
b亙 andswarodeseo menigeo and cwad， .. (J. 7， 20) 






On mlnes Fader huse synt manega eardungstowa: .. (J. 14， 2) 
On d忌retlde se Halend beheold his leorningcnihtas， .. (J .17， 11) 
Witodllce Simon Petrus ateah his swurd， ... (J. 18， 10) 




Das ting he s忌deon gesamnunge， ... (&) (J. 6， 59) 
e.接続詞 and，acの後では，これらの語の直後に置かれる語(句)に応じてa.， d 
の語順となるo すなわち and，acは，語順に影響を及ぼさないと考えられる。
And se Halend com and nam hlaf， (J. 21， 13) 




S吾 H語lendhim andswarode and cwad， .. (J. 10， 32) 
10 hyne can: .. (J. 7， 29) 
ただし，文頭に主語以外の語(句)があり， XVSXの語順となっている場合は，人称代
名詞は主語の後に位置する(I )。



















Dis hig cw昆donhis fandiende， tat hig hine wr苔hton. (J. 8， 6) 









We geseod tat we nan ting ne fremia百; ... (J. 12， 19) 
3. 古高ドイツ語 Tatianの語順
ここでは，必要に応じて同一箇所の WSGospの訳文を示し，語j碩の対比を試みたい。
3 .1 . 主節の語}I民
(1)主語と動詞の位置関係
(a)文頭に主語が置かれている文では，動詞はその直後に位置することが多い。











Uuar uuar quidu ih thir， ... (T. 238， 4 I J. 21， 18) 
Sod io seoge te， 
Bithiu minnot mih min fater， .. (T. 133， 14 I J. 10， 17) 
For tam Fader me lufad， .. (') 
Mittiu sie tho'aztin， quad Simone Petre ther heilant: (T. 238， 1 I J. 21， 15) 








が置かれるのは， • inti I abur +定形第 1位の構文とみなすことができる。
Minnota ther heilant Marthun inti ira suester Mariun inti Lazarum. (T. 135， 





Tho quad in Simon Petrus: (T. 235， 3 I J. 21， 3) 
Tho quadun sie imo: (T. 235， 3 I J. 21， 3) 
Mittiu thanne noh: ferto uuas， gisah inan sin fater， 
20) 
(T. 97， 4 I L. 15， 













Oba her thir ni hore， giholo mit thir noh thanna einan odo zuuene， ... (T. 
98， 2 I Mt. 18， 16) 
しかし WSGospと異なり，接続詞の直後に動詞が位置することもある。
Mit diu gientota ther heilant thisu uuort， vvuntarotun thio menigi ubar sina 
lera. (T. 43， 3 I Mt. 7， 28) 






Gitruobit uuas tho Petrus， uuanta her imo quad thrittun stunt: (T. 238， 3 I 
J. 21， 17) 





Mit thiu her gisah thie menigi， steig ufan berg; ... (T. 22， 5 I Mt. 5， 1) 
Mit thiu thie heilant qua皿 inPetruses hus， gisah sina suigar ligenta inti 
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fiebar habenta. (T. 48， 1 I Mt. 8， 14) 














代名詞のふるまいについては， S t r ang (1970: 313 )が "weight1 という概念を導入し
て説明しているように，代名詞は他の要素より 「軽く J，前方に置かれると考えることが
できる。同様の説明は Denison(1993: 40)にも見られる。
It is generally agreed that pronouns tend to come earlier in a clause than 

























WS Gospと Tatianは，どちらの文献も主節においては， WS Gospの代名詞の位置を除
いて，現代語の語順，すなわち英語ではSVX，ドイツ語では定形第2位により近い語順














































(2 )ドイツ語を考察の対象とするとき，通例「主文J r副文J という用語を用いるが，本
稿では英語について言及する場合もドイツ語について言及する場合も r主節J r従属
節」という用語を用いる。
(3) WS Gosp は1000年頃， Tatianは830年頃の成立とみなされている。





(5) Vulgataでは，百aecdixit in synagoga . .."となっている。
(6 )代名詞を cliticとする考え方もある(加藤 1989: 151参照)が， WS GospではX
vsxの語順の場合ここの例のように代名詞も他の語(句)と同様に Sより後方に
置カ亙れることも多い。
(7) bithiu， for damとも従属接続詞としての用法もあるが，ここではラテン語 (Vul-
gata) proptereaの訳語として用いられており，副詞である。
(8)ここで見たように， Tatian の主節では動詞後置は少ないことがわかる。 Lippert






Ein zweites machtvolles Gesetz verlangt， das das Wichtigere spater 
steht als das Unwichtige， .. (Behaghel 1932: 4) 
(11 )この動詞の特殊性については， Robinson (1992: 165)および手嶋(1981)参照。
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